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≪「世帯収入（税込年収）」と学力の関係≫

家庭の経済事情による学力への影響

○家庭の所得と全国学力調査の正答率を見ると、所得が高い家庭の子供の正答率がより高いという
傾向。

○所得が最も低いグループ(年収200万円未満世帯)と最も高いグループ(年収1500万円以上世帯)で
は、正答率に２０ポイント以上の開き(中３・数学B)がある。

平成２５年度文部科学省委託調査研究「『平成２５年度全国学力・学習状況調査（きめ細かい調査）』の
結果を活用した学力に影響を与える要因分析に関する調査研究」（お茶の水女子大学）より作成

Ａ問題：主として「知識」を問う問題。
Ｂ問題：主として「活用」を問う問題。

53.0 

75.5 

39.0 

61.5 

67.2 

85.6 

45.7 

71.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
【小６】（%）

算数A

国語A

算数B

国語B

69.1 

81.8 

58.6 

75.9 

51.5 

73.4 

30.0 

53.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
【中３】（%）

国語A

数学A

数学B

（万円）（万円）

国語B

正
答
率

年収 年収

２．教育の効果と高等教育の無償化①
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